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身体表現 WS（新井英夫・板坂記代子）※ 1,2 ○






カプラブロックⓇ WS（冨安智子）※ 4,5 ○ ○







積み木 WS（童具館）※ 13,14 ○
映像を用いた表現活動 WS（間野健介）※ 11,12 ○
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未来の保育者としての総合的人間力を高める表現教育の開発（大神 他） 193
　特に、本取組に１年次からかかわっている３年生は、保育現場での実習を経て、これらの経験を下級学
年に伝える役割を担った（写真15、16）。
３．取組成果
　外部講師による複数のワークショップによって、学内教員のみでは難しい、幅広い表現を学生に体得
させることができた。年度ごとに、報告書及び学生が原稿を担当した表現集冊子を作成した（写真17、
18）。表現集冊子は当該学年のみならず下級生にも配付し、さらに、一部は保育現場で働く卒業生にも母
校訪問等の機会を通して配付した。本取組以外の学科の教育課程でも授業間で連携して活用し、保育現場
における実習を通じて活用されている。学術情報センター（旧メディアセンター）・こども造形実習室に
も蔵書として備え、過去の分も活用しやすくしている。
　本取組に複数年度かかわってきた上級生は、保育現場での実習でこれらの冊子やワークショップの経験
を活かし、さらに多様な表現を実践的に身につけ、既存の保育雑誌等に頼らない保育活動計画を立て始め
ている。本取組開始以前から学科で所有していた既存の教材（iPad、パネルシアター等）の活用の幅が広
がり、グループでの表現、個人での表現にも多様性がみられるようになった。
　幼児の表現を支える立場として、保育者には柔軟な創造的表現力を身につけることが求められる。複数
学年共通の取組、学年間の伝達の試みを学科の協力を得て実施することで、個々の学生の学びを深めるだ
けではなく、学科全体で保育者としての表現力の底上げができた。今後さらに学年内・学年間で共有する
ことで、創造的表現力の向上が期待される。
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